
＞＞＞　　終活について語り合う　　＜＜＜

第 19 回カノンカフェ
看取りのスペシャリストに聞く「看取りの極意」

参加費
無料

日時

会場

交通

終了後　個別相談（約 30 分）できます。
( 先着２名（２組）様限定 )　

※ 必ず事前申込してください。当日の申込はお受けできません。

2026 年

想送庵カノン
そうそうあん

住所：葛飾区立石８-４１-８

12 月 12 日（土）
１０時～１２時

京成線「青砥駅」より
徒歩 12 分

お車の方は近隣のコイン
パーキングをご利用ください

高齢の親の介護の先にある、避けては
通れない「看取り」。

「最期はどのような経過をたどるのか」
「その時、家族はどうしたらよいのか」

知っておくことで不安が和らぎ、穏や
かにその時を迎える準備ができます。

住み慣れた自宅で最期を迎える「在宅
での看取り」について、身体の変化や
家族の心構え、できることを一緒に
学びませんか？

講師紹介
看 護 師 、 公 認 心 理 士 、 宗 教 法 人 尊 照 山 千 手 院 責 任 役 員 。
看 護 専 門 学 校 、 日 本 女 子 大 学 卒 業 。 各 科 臨 床 看 護 師 を 経 て 医 療 専 門 商 社 動 務 。 
米 国 の 医 療 セ ン タ ー で研 修 を 受 け 、 1995 年 に 自 身 の がん治 療 を き っ か け に 、 医 療 コ ー デ ィ 
ネ ー タ ー と し て の 活 動 を 始 め る 。 2003年 に日 本 医 療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 協 会 設 立 。こ れ ま での 
コ - デ ィ ネ ー シ ョ ン 件数 は 数 千 件 を 超 え 、  患者が 望 む 医 療 の 実 現 の た め 、 医 療 側 と の 橋 渡 
し役 と し て 日 々 活 動 し 、 2023 年 に 一 定 の 役 割 を 果 た し 終 了 し ま し た 。

（著書）生命と医療にかける橋―患者と家族のための医療コンサルタント /先生、別の医者を紹介してください!

―納得の医療を受けるための医師との賢いつき合い方 (パンドラ新書)

(共著)命を託す主治医が見つかる! /あなたのがん治療本当に大丈夫?―セカンドオピニオンQ&Aあなたのがん

治療本当に大丈夫？

他共著多数、NHK今日の健康連載他、看護系専門誌等連載、現在ケアマネジメントにてケアマネージャー向けの

医師との付き合い方について連載。

TEL：03-5875-7381

内　容

①　終末期に心と体はどう変化するのか

②　看取りにおける意思決定をどう決めるのか

③　在宅の看取りに大事なこと

④　終末期に関係機関との連携はどうする

⑤　高齢者の終末期にできる緩和ケアとは

講 師 : 嵯峨崎　泰子

在宅での看取りについて
一緒に学びませんか？



第 19 回カノンカフェ　お申込み FAX 03-5875-7382

★ 必要事項をご記入の上、FAX をお送りください。

代表者のお名前
ふりがな

ご住所

参加人数 名

ご連絡先

　　想送庵カノンは、安置から葬儀までをワンストップでご提供。
火葬までの時間を面会や付添いなどで大切な故人さまと、ともに過ごし
          ゆっくりとお別れできる都内唯一の滞在型総合葬祭場です。

想送庵カノンとは？

式　場 安　置 法　要

人数によって選べる式場は広さと

内装が異なる 4 種類。

どの式場もじゅうたんが敷かれた

リビングタイプ。

ご自宅にいるようにくつろいで

過ごしていただきたいから全ての

お部屋に大きなソファーを設置して

います。

「もっとそばにいたい」

「最後の時間を大切に過ごしたい」

そんな想いに応える個室安置です。

私たちが守りたいのは

　　          故人さまと過ごす時間

法要の知識がなくても安心。
すべてお任せください。 

「法要について何もわからない…」

そんな方でも大丈夫です。
想送庵カノンでは
法要の準備をサポートいたします。

お問合せ先
想送庵カノン
住所：葛飾区立石 8-41-8
TEL：03-5875-7381

詳しくはこちら

公式ホームページ

　想送庵カノンイベント予定
2027 年　お知らせ

  2 月 20 日（土）　　第 20 回　カノンカフェ　テーマ：相続と死後事務（仮）

  4 月 18 日（日）　　遺影撮影会

  6 月 20 日（日）　　みんなの供養祭 2027

  9 月 25 日（土）     ご供養落語会

11 月 14 日（土）　　第 21 回　カノンカフェ　テーマ：親のための終活（仮）

想送庵カノンは、これからも皆さまのお役に立てるイベントを開催してまいります。

本年のご参加・ご支援に心より感謝申し上げます。

来年もどうぞよろしくお願いいたします。


